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　　下田市に「吉田松陰寓寄処」や「踏海の朝」など、吉田松陰にまつわる史跡があるように、萩市にも多下田市に「吉田松陰寓寄処」や「踏海の朝」など、吉田松陰にまつわる史跡があるように、萩市にも多
くの関連スポットが存在します。萩市では今なお多くの市民が吉田松陰を「松陰先生」と敬称をもって呼び、くの関連スポットが存在します。萩市では今なお多くの市民が吉田松陰を「松陰先生」と敬称をもって呼び、
その精神を尊び、親しみを込めて接しています。その精神を尊び、親しみを込めて接しています。

萩市と吉田松陰先生萩市と吉田松陰先生

①：松下村塾①：松下村塾
②：吉田松陰誕生地②：吉田松陰誕生地
③：萩・明倫学舎（外観・内観）③：萩・明倫学舎（外観・内観）
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　　【スポット１】【スポット１】松松
しょうかそんじゅくしょうかそんじゅく

下村塾下村塾
　　嘉永７年（1854 年）、下田に来航したアメリカ艦隊に密航を願い出るも叶わず、投獄された松陰先生は、嘉永７年（1854 年）、下田に来航したアメリカ艦隊に密航を願い出るも叶わず、投獄された松陰先生は、
その後萩に送還されました。そこで自ら主宰したのが、身分に関係なく誰もが学べる私塾「松下村塾」です。その後萩に送還されました。そこで自ら主宰したのが、身分に関係なく誰もが学べる私塾「松下村塾」です。
この塾からは、高杉晋作や伊藤博文をはじめとする幕末維新を代表する多くの人材が輩出されました。現在、この塾からは、高杉晋作や伊藤博文をはじめとする幕末維新を代表する多くの人材が輩出されました。現在、
松下村塾の建物は世界文化遺産に登録されており、当時の学びと志を今に伝えています。松下村塾の建物は世界文化遺産に登録されており、当時の学びと志を今に伝えています。

　　【スポット２】吉田松陰誕生地【スポット２】吉田松陰誕生地
　　松陰先生が生まれた場所は、萩市内の小高い山の中腹に位置し、当時の宅地跡が静かに残されています。近松陰先生が生まれた場所は、萩市内の小高い山の中腹に位置し、当時の宅地跡が静かに残されています。近
くには、下田での歴史的な出来事を象徴する、松陰先生と従者・くには、下田での歴史的な出来事を象徴する、松陰先生と従者・金金

かねこしげのすけかねこしげのすけ

子重輔子重輔の銅像が建立されています。また、の銅像が建立されています。また、
この地からは萩市街地を一望できる絶景が広がり、歴史と自然の魅力を同時に味わうことができます。この地からは萩市街地を一望できる絶景が広がり、歴史と自然の魅力を同時に味わうことができます。

　　【スポット３】「松陰先生のことば」朗唱【スポット３】「松陰先生のことば」朗唱
　　萩市立明倫小学校では、吉田松陰先生が残した多くの格言を児童が朝礼時に朗唱する伝統があります。1 年萩市立明倫小学校では、吉田松陰先生が残した多くの格言を児童が朝礼時に朗唱する伝統があります。1 年
生から 6 年生まで、学期ごとに異なる格言を学び、卒業時には 18 の言葉が子どもたちの心に刻まれます。また、生から 6 年生まで、学期ごとに異なる格言を学び、卒業時には 18 の言葉が子どもたちの心に刻まれます。また、
市内の新たな観光拠点「萩・明倫学舎」では、毎月第 2・第 4 土曜日に、観光客向けの朗唱教室を開催しています。市内の新たな観光拠点「萩・明倫学舎」では、毎月第 2・第 4 土曜日に、観光客向けの朗唱教室を開催しています。
松陰先生の志に触れるひとときを、萩観光の締めくくりとしてぜひご体験ください。松陰先生の志に触れるひとときを、萩観光の締めくくりとしてぜひご体験ください。
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収
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よ
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争
を
起
こ
し
、
続
け
、
多
く
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
亡
く
な
っ

た
人
を
悼
む
人
、
被
災
し
担
架
で
運
ば
れ

る
人
、
泣
き
叫
ぶ
子
供
、
破
壊
さ
れ
尽
く

さ
れ
た
街
の
映
像
や
報
道
に
、
日
々
心
が

痛
み
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
終
戦
八
十
周
年
事
業
の
一

つ
「
終
戦
八
十
周
年　

下
田
の
戦
争
展
」

を
企
画
し
、
展
示
の
計
画
を
進
め
て
い
ま

す
。
父
は
、
旧
陸
軍
軍
人
と
し
て
従
軍
し

ま
し
た
。
そ
の
時
携
帯
し
た
「
奉
公
袋
」

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
履
歴
書
、
写

真
、
遺
髪
、
勲
章
、
記
章
、
衛
生
法
及
救

急
法
抜
萃
等
が
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
も
展

示
す
る
予
定
で
す
。

　

来
場
さ
れ
る
皆
様
が
、
戦
争
の
足
跡
を

辿
り
、
遺
品
等
の
展
示
を
通
じ
て
戦
争
の

悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
実
感
し
、
後
世

に
伝
わ
る
機
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

「
終
戦
八
十
周
年　

下
田
の

「
終
戦
八
十
周
年　

下
田
の

　

戦
争
展
」
を
開
催
し
ま
す

　

戦
争
展
」
を
開
催
し
ま
す

「
終
戦
八
十
周
年　

下
田
の
戦
争
展
」

「
終
戦
八
十
周
年　

下
田
の
戦
争
展
」

に
よ
せ
て

に
よ
せ
て

実
行
委
員　

高
橋　

泰
嗣

実
行
委
員　

高
橋　

泰
嗣
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現
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
!!

議場で議場で
ハイチーズ !!ハイチーズ !!

直撃直撃‼‼
市長へインタ市長へインタ
ビュー。ビュー。

最後にお待ち最後にお待ち
かね、現場見かね、現場見
学です。学です。

～山口県萩市から担当者が届けます！～～山口県萩市から担当者が届けます！～

問合せ先：企画課秘書広報係（河内庁舎２階）☎㉒２２１２問合せ先：企画課秘書広報係（河内庁舎２階）☎㉒２２１２

萩市萩市とと下田市下田市は姉妹都市提携５０周年は姉妹都市提携５０周年

新庁舎全体開庁まで新庁舎全体開庁まで


